
　扇ガ谷にある真言宗泉湧寺派の寺院。鎌倉七口のうち、亀ヶ谷坂と化粧

坂に近い和泉ヶ谷の谷戸に位置する。1251年創建。開基は6代執権北条長

時、開山は真阿。中世を通じ足利氏の帰依を受け、鎌倉公方の菩提寺。山

門を入ると客殿、庫裏、不動堂などがある。裏手の階段を登り一段高い敷

地に阿弥陀堂と収蔵庫があり、重要文化財の阿弥陀三尊像が安置されてい

る。さらに裏手の山上にはやぐらがあり、石造地蔵菩薩座像（通称網引地

蔵）が安置されている。そこからさらに登ったところに冷泉為相（藤原定

家の孫、十六夜日記の作者・阿仏尼の子）の宝篋印塔がある。2000年に市

内の旧家から「浄光明寺敷地絵図」が発見された。作成時期は鎌倉幕府滅

亡の1333年から1335年の間。谷戸を雛段状に造成した中世寺院の景観がよ

く保存されていることがわかる。「冷泉為相墓」並びに「境内地」は国の

指定史跡。
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